
法人会員紹介

■トルンプとは

トルンプ（TRUMPF SE+Co.KG）は、1923年に誕生したグローバル・リー

ディングカンパニーで、2023年に創業100年を迎えます。「板金加工機」

「レーザ発振器」「プラズマ電源装置」「金属3Dプリンター」などを扱っ

ており、本社はドイツ・バーデン＝ヴュルテンベルク州シュツットガルト近

郊のディッツィンゲン（Ditzingen）にあります。世界中に70以上の現地法

人を持ち、昨年度（2021年7月～2022年6月）の全世界での売上は42億

2,300万ユーロ（日本円 5,600億円）でした。

■日本でのビジネスは60年以上

1960年代初めの日本では、商社を通じてトルンプのマシンが販売されてい

ました。高度成長期の日本では、第二次産業（工業）の成長に伴い、トルン

プのマシン需要が増え続け、保守やメンテナンスも含めた総合的なお客様対

応を行うため、1977年に日本法人「トルンプ株式会社」を創立しました。

トルンプが欧州以外で現地法人を創立したのは、米国に続き日本が2番目で、

アジアでは最も長い歴史を持つ現地法人です。

■日本とのゆかり

独トルンプ社の創業者であるクリスチャン・トルンプは、根付などの日本美

術品のコレクターでした。現在の経営者一族であるライビンガー家は、日本

やアジア専門の美術商をしていた時代があります。また、現CEOのニコラ・

ライビンガー＝カミュラーは専攻が日本学で、トルンプ株式会社で3年ほど

働いていたこともある等、日本との縁の深い人物です。CDOのマティアス

・カミュラーも日本での就業経験があり、現在はバーデン=ヴェルテンベル

ク州の在シュトゥットガルト日本国名誉領事を務めています。

■どんなところにトルンプ？

日常生活でトルンプ製品を見かけることは滅多にありません。しかし、様々

な機械の大小様々な部品製作に使われていたり、産業機械の核となる部分に

技術が採用されていたりします。自動車・産業機器・農機・印刷機などの

メーカーから、注文生産を行う板金加工工場、半導体関連企業まで、幅広い

業界の様々なお客様の生産現場で、弊社の製品や技術が活躍しています。

■23年ぶりに日本人が日本法人社長に就任

トルンプ株式会社の現在の代表取締役社長は高梨真二郎です。2022年9月に

前任のフォルカー・ヤコブセンから社長職を引継ぎました。

「日本のお客様に長くご愛顧いただき、日本法人は45周年を迎えることが

できました。今後も、日本のお客様によい製品・ソリューションをお伝えす

ること、日本のお客様のニーズをドイツに伝え製品開発に反映させていくこ

とを使命とし、日独の架け橋でありたいと思います」
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